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平
成
２２
年
度
決
算
報
告

◆
一
般
会
計
の
決
算
の
概
要
◆

歳入の内訳

その他の内訳

合計123億4,814万1千円

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
町
財
政
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
22

年
度
の
町
の
歳
入
（
収
入
）
と
歳
出
（
支
出
）
の
決
算
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
編
成
時
の
町
財
政
は
、
高
齢
化
の
進
展
や

少
子
化
対
策
等
に
よ
り
医
療
福
祉
関
係
経
費
が
引
き
続
き
増
加
し
、

財
政
構
造
は
依
然
と
し
て
硬
直
化
の
状
態
に
あ
り
、
さ
ら
に
収
入
の

柱
で
あ
る
町
税
は
急
激
な
景
気
後
退
の
影
響
を
受
け
大
幅
な
減
額
が

見
込
ま
れ
て
い
た
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
編
成
さ
れ
た
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
の
当
初

予
算
は
、「
町
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
と
町
内
産
業
の
活

性
化
に
よ
り
、
ま
ち
の
元
気
ア
ッ
プ
」
を
基
本
に
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
達
の
た
め
の
子
育
て
支
援
、
産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
、

環
境
保
全
・
地
域
防
災
対
策
、
活
力
あ
る
暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る
社

会
資
本
の
整
備
、
人
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
教
育
問
題
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
規
模
は
、
１
１
３
億
６
千
万
円
で
前
年
度

当
初
予
算
額
１
０
７
億
７
千
万
円
に
対
し
、
５
億
９
千
万
円
（
前
年

度
対
比
５
・
５
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
発
生
し
た
行
政

需
要
及
び
国
・
県
支
出
金
の
増
減
な
ど
に
対
応
し
た
補
正
予
算
第
１

号
か
ら
第
５
号
に
よ
り
、
７
億
９
１
８
万
７
千
円
を
増
額
補
正
し
、

平
成
21
年
度
か
ら
の
繰
越
明
許
費
を
加
え
た
最
終
予
算
現
額
は
、
１

２
２
億
３
，
８
８
９
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
１

２
３
億
４
，
８
１
４
万
９
千
円
、
歳
出
総
額
１
１
８
億
２
，
５
０
１

万
２
千
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
較
し
て
歳
入
が
２
億
２
，
７
４
３

万
２
千
円
（
△
１
・
８
％
）、
歳
出
が
１
億
２
，
５
２
４
万
９
千
円

（
△
１
・
０
％
）
と
そ
れ
ぞ
れ
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳入の内訳
（財源内訳区分）

依存財源：その他の内訳

自主財源：その他の内訳

分担金及び負担金
繰入金
地方特例交付金
自動車取得税交付金
ゴルフ場利用税交付金
財産収入
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
寄附金

158,931
132,122
68,596
52,046
34,987
21,133
14,982
7,216
6,801
2,623
965

1.3％
1.1％
0.2％
0.0％

分担金及び負担金
繰入金
財産収入
寄附金

地方特例交付金
自動車取得税交付金
ゴルフ場利用税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金

0.6％
0.4％
0.3％
0.1％
0.1％
0.0％
0.0％

（単位：千円）

その他 
500,402

町　税
4,708,549

地方交付税
2,244,994

国庫支出金
1,244,259

町債
946,600

県支出金
840,556

繰越金
625,320

諸収入
418,170

使用料及び手数料
283,582

地方譲与税
175,585

地方消費税交付金
360,132

自主財源
51.5％

依存財源
48.5％ 町　税

38.1％

繰越金 5.1％
諸収入 3.4％

その他 2.6％

地方交付税 18.2％

国庫支出金 10.0％

町債 7.7％

県支出金 6.8％

地方消費税
交付金 2.9％

地方譲与税 1.4％ その他 1.5％

使用料及び手数料 2.3％
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歳出の内訳 合計118億2,501万2千円

町民一人（一世帯）当たりの
町税負担額 

◆◆

53,218

52,731

1,562

5,440

6,734

119,686

145,961

144,624

4,285

14,920

18,469

328,259

H23.3.31現在 住基人口：39,341人
世 帯 数：14,344世帯

（単位：円）

一人当たり
の負担額

一世帯当たり
の負担額

税金の
区　分

町 民 税

固　　定
資 産 税

軽自動車
　 税

町たばこ
　 税

都　　市
計 画 税

合　　計

◆一般会計決算額の推移 ◆
（単位：百万円）

17年度　 18年度　 19年度　 20年度　 21年度　 22年度

13,000 

12,000 

11,000 

10,000 

9,000

10,414

9,870

10,452

9,935

11,115

10,648

11,562

10,737

12,576
12,348

11,950
11,825

歳入 歳出

歳出の内訳
（性質別経費）

（単位：千円）

その他の内訳

議会費
労働費

117,844
91

その他の内訳

投資及び出資金・貸付金
積立金
維持補修費

3.1％
3.1％
0.8％

農林水産業費
393,199

その他
117,935 民生費

3,762,397

総務費
1,609,095

土木費
1,700,311

教育費
1,298,112

公債費
922,633

衛生費
902,597

消防費
580,591

商工費 
538,142

人件費
17.4％

物件費
14.9％

補助費等
8.6％

公債費
7.8％

その他7.0％

普通建設事業費
14.3％

繰出金
14.7％

扶助費
15.3％
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45億574万円1千円

12億4,137万6千円

102万9千円

1,236万5千円

20億4,109万3千円

2億8,516万2千円

2億7,980万7千円

2億621万9千円

2,540万3千円

12万9千円

─

4,264万3千円

1,442万4千円

553万1千円

42億9,952万2千円

12億1,597万3千円

90万円

1,236万5千円

19億9,845万円

2億7,073万8千円

2億7,427万6千円

◆ 特別会計の決算状況 ◆

◆ 水道事業会計の決算状況 ◆

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、減債積立金の取り崩し額及び損益勘定留保資金等で補てんしました。

会　　計　　名 差　　　引歳　　　出歳　　　入

収益的収入

5億9,177万6千円

資本的収入

1億6,001万5千円

収益的支出

4億6,360万9千円

資本的支出

4億5,781万1千円

特 別 損 失

82万8千円

※収支不足額

2億9,779万6千円

純　利　益

1億2,536万7千円

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

老人保健事業特別会計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

◆ 地方債現在高（平成22年度末現在）◆◆地方債現在高の推移（一般会計）◆

7,056,503

6,833,620

6,675,578

6,577,736

6,709,595

（単位：千円）

18年度  19年度  20年度  21年度  22年度

7,500,000

7,000,000

6,500,000

6,000,000

一般単独事業債
11億528万円

上水道事業債
21億3,777万8千円

公共下水道事業債
68億2,790万9千円

 農業集落排水事業債
30億3,034万5千円

臨時財政対策債
31億4,986万7千円

一般会
計

67億959
万5千円

水道事
業

会計

公共下
水道

事業

特別会
計

農業集
落

排水事
業

特別会
計

減税補てん債
3億9,847万9千円
財源対策債 
3億4,451万1千円 

学校教育施設等
整備事業債
2億7,317万8千円
その他町債
1億5,408万円

一般廃棄物処理
事業債 
6億2,070万円

一般補助施設整備
等事業債
6億6,350万円

合計 187億562万7千円
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町有財産
壬 生 町 の 財 産

　町の所有に属するあらゆる財産のことで、土地や建物・
有価証券などの公有財産、特定の目的のために積立てや
運用を行う基金、金銭の給付を目的とする町の権利であ
る債権、町が使用するために保管している備品や消耗品
などがあります。
　主な財産は次のとおりです。

53億6,276万1千円
　町が条例に基づき設置するもので、ある目
的のために財産を維持し、資金を積立てるた
めの基金と、定額の資金を運用するための基
金の２種類に大別されます。

　年度間の財源のバランスをとることを目的
とした積立金で、ある年度に税金の収入が大
きく減少したり、災害の発生により突発的な
支出が生じる場合などに備えて、決算剰余金
が生じた年度などに積立てておく基金です。

　町の借金である地方債の返済に充てること
を目的とし、地方自治法に基づいて設置され
ている基金です。この基金により、収入の減
少があっても計画的に地方債の返済を行うこ
とができます。

　ある目的のために資金を積立てる基金の一
つで、庁舎の建設資金に充てるために設置さ
れています。

基 金
1,376,568.03㎡

　主なものとしては、総合公園、聖地公園、
各小中学校の敷地、
総合運動場などが
あります。     

土 地

5,247万8千円
　公有財産の一つで、公益法人や株式・有限
会社等の出資又は出えんに伴う町の権利のこ
とで、財団法人等に対する出えん金も含まれ
ています。  

131,395.52㎡
　主なものとしては、役場庁舎、清掃センター、
おもちゃ博物館、町営住宅、各小中学校の
校舎、中央公民館
などがあります。

建 物

並 木 杉出 資 に よ る 権 利

財政調整基金    15億4,077万円

減債基金　　      5億1,368万円

庁舎建設基金 13億5,532万9千円

1　本
　特別天然記念物である日
光杉並木街道を保護するため、
平成10年度よりオーナーに
なっています。
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●農林水産業費

1,179千円
4,213千円
11,798千円
2,110千円
4,971千円

1,200千円

3,117千円
7,460千円
1,143千円
214,535千円
9,585千円

◎食育計画策定事業
◎水田農業構造改革対策事業
◎みぶ・アグリチャレンジャー支援事業
◎地域特産物推進事業
◎平地林保全対策事業
　わんぱく北っ子の森、わんぱく睦っ子の森管理委託
　料等
◎都市と農村の交流促進事業
　いなばの郷いちご狩りふれあいフェスティバル、はに
　しの里ふれあい花まつりに助成
◎担い手規模拡大推進事業
◎明るく安全な里山林整備事業
◎畜産担い手育成総合整備事業
◎農業集落排水事業特別会計繰出金
◎地籍調査事務費

●土　木　費

791千円
144,599千円
10,237千円
48,367千円
27,279千円
292,780千円
188,173千円
45,969千円
840千円

46,239千円
518,397千円
33,282千円
20,631千円
18,025千円
46,719千円
3,853千円
13,326千円
11,178千円

◎道路愛護事業
◎町道修繕事業
◎壬生インター北通り（№２－５６５号線）
◎№２－３０７号線
◎一級町道７号線
◎六美地区雨水排水対策事業
◎町単独道路整備事業
◎№３－５５０号線
◎建築物耐震改修促進事業
◎安塚駅西広場整備事業
◎公共下水道事業特別会計繰出金
◎総合公園維持管理事業
◎みぶハイウェーパーク維持管理事業
◎景観美化推進事業
◎東雲公園維持管理事業
◎聖地公園維持管理事業
◎小中規模公園維持管理事業
◎町営住宅維持管理事業

●商　工　費
26,040千円

356,777千円
10,280千円
13,000千円
48,688千円

17,765千円

◎商工業振興補助事業
　商品券発行事業、蘭学通りまつり等に助成
◎中小企業融資制度事業
◎産業振興奨励事業（奨励金 ２件）
◎観光振興団体助成事業
◎おもちゃ博物館維持管理事業
 （入場者数 116,749人）
◎おもちゃ博物館改修等工事

96,189千円
43,348千円
93,542千円
61,704千円
29,841千円

46,935千円

8,845千円
14,910千円
22,880千円
29,733千円
8,727千円

◎清掃センター維持管理事業
◎焼却施設運転管理業務委託事業
◎ごみ収集及び運搬業務委託事業
◎不燃・粗大ごみ等中間処理業務委託事業
◎清掃センター改修等工事
　１系焼却炉出口ダクト耐火物修繕工事外
◎清掃センター排ガス処理施設整備事業
　触媒反応塔内触媒交換工事
◎環境センター維持管理事業
◎浸出水処理施設運転管理委託事業
◎クリーンセンター維持管理事業
◎し尿処理施設運転管理業務委託事業
◎汚泥処理業務委託事業

11,111千円
8,185千円
13,289千円
50,139千円

13,906千円
13,290千円
147,640千円

46,740千円
21,225千円
13,452千円

62,412千円

20,055千円
24,601千円
11,945千円
1,242千円
9,774千円
50,330千円
8,341千円
800千円
749千円
514千円

45,685千円
4,413千円

7,855千円

3,412千円

3,652千円
2,190千円

1,377千円

580千円
10,279千円
2,901千円
1,249千円
20,771千円

29,925千円
38,211千円

2,299千円

◎外国語指導助手配置事業（２人）
◎教育相談員配置事業（４人）
◎学校環境整備事業
◎小学校学力向上支援事業
　一人ひとりの児童に応じたきめ細やかな指導や基礎学
　力の向上を図るため、小学校に学力向上支援員17名、
　学校生活支援員２名、フルタイムティーチャー３名、教員
　助手４名を配置
◎小学校修繕事業
◎物品購入事業
◎小学校施設改修等工事
　屋内運動場耐震補強工事
 （睦小、壬生北小）外
◎小学校管理事務費
◎小学校情報教育推進事業
◎中学校学力向上支援事業
　一人ひとりの生徒に応じたきめ細やかな指導や基礎学力
　の向上を図るため、中学校に学力向上支援員６名を配置
◎中学校施設改修等工事
　屋内運動場耐震補強工事（壬生中、南犬飼中）外
◎中学校給食委託事業
◎中学校管理事務費
◎中学校情報教育推進事業
◎マイ・チャレンジ推進事業
◎中学生国際交流推進事業
◎幼稚園就園奨励費補助事業
◎すこやか子育て支援事業
◎家庭教育推進事業
◎学校地域支援ボランティア推進事業
◎みぶ・ホリデーアクションプラン事業
◎中央公民館管理運営事業
◎中央公民館各種講座等開催事業
   みぶ文化教室：市原悦子氏、火坂雅志氏による講演会
◎図書館図書等購入事業演会
　図書3,941冊　 CD81組　 DVD61組
◎歴史民俗資料館企画展等開催事業
  「しもつけ古墳群」展の開催　期間中入館者数 1,452名
◎文化財保護管理事業
◎生涯学習館各種講座等開催事業
 （延参加者数 1,212人）
　リトミック・手芸・陶芸教室・親子ふれあい教室等
◎情報通信技術（ＩＴ）講習推進事業
 （延参加者数 1,065人）
◎壬生町健康ロードレース大会開催事業
◎壬生町ファミリー体育祭開催事業
◎総合型地域スポーツクラブ事業
◎栃木県郡市町対抗駅伝競争大会出場事業
◎運動場維持管理事業
 （利用者数 運動広場41,529人、体育館・会議室21,322
　人、テニスコート13,958人、トレーニングルーム3,774人、
　武道館8,710人、南部運動場3,848人、北部運動場3,010人）
◎運動場改修等工事
◎ふれあいプール維持管理事業
 （入場者数 70,299人）
◎ふれあいプール改修等工事

●教　育　費

476,942千円
18,267千円
14,329千円

◎石橋地区消防組合負担金
◎消防自動車購入事業（２台更新）
◎消防防災拠点施設整備事業

●消　防　費
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平成22年 度の主な事業実績（一般会計）

860千円
1,028千円

金額

84,453千円
8,772千円

33,364千円
45,791千円
6,354千円
10,937千円
5,945千円
66,492千円

11,105千円

2,598千円
2,809千円
9,403千円
11,033千円
887千円
6,143千円

2,919千円
5,795千円
7,670千円
18,050千円
12,492千円
2,038千円
14,021千円
13,163千円

●議　会　費

●総　務　費

●民　生　費

◎議員研修事業
◎議会だより発行事業（年４回発行）

◎施設振興公社管理事業
◎広報発行事業
　広報壬生　　　　　  毎月　23日発行 11,900部発行
　広報みぶおしらせ版  毎月８･23日発行 11,700部発行
◎庁舎維持管理事業
◎庁舎改修等工事
◎公用車購入事業（１台更新）
◎町有土地・建物及び職員駐車場管理事業
◎第５次総合振興計画後期基本計画策定事業
◎情報化推進事業
   ハードリース料、ソフトレンタル料、保守管理費
◎交通指導員配置事業
　一般交通指導員及び交通教育指導員16人を配置
◎交通安全施設維持管理事業
◎交通安全施設整備事業
◎おもちゃのまち駅自転車駐車場管理事業
◎防犯灯維持管理事業
◎防犯灯新設事業
◎活力ある地域づくり支援事業
　住民が主役の地域づくりを推進　51自治会
◎コミュニティセンター改修等工事
◎徴収嘱託員設置事業（嘱託員 ３人）
◎収税消込事務費
◎固定資産税課税用資料整備事業
◎戸籍住民基本台帳費
◎栃木県議会議員選挙費
◎衆議院議員通常選挙費
◎国勢調査

29,062千円
227,139千円
15,364千円
330,653千円
81,351千円
16,232千円
982千円

17,106千円
1,658千円

18,721千円
2,851千円

7,430千円
1,685千円

939千円
348千円
3,894千円
56千円

2,000千円

40,838千円

◎社会福祉協議会育成事業
◎後期高齢者医療費
◎後期高齢者医療広域連合運営事業
◎国民健康保険特別会計繰出金
◎後期高齢者医療特別会計繰出金
◎敬老金支給事業（対象者 910人）
◎緊急通報装置等貸与事業
◎老人保護措置事業（措置者数 ９人）
◎生活支援ホームヘルプ事業
 （利用者数 16人）
◎紙おむつ給付事業（利用者数 712人）
◎町老人クラブ連合会等補助事業
 （対象団体 49団体）
◎シルバー人材センター育成事業
◎外出支援サービス事業
 （延利用回数 2,312回）
◎寝具洗濯乾燥消毒事業（利用者数 95人）
◎軽度生活援助事業（利用者数 29人）
◎配食サービス事業（利用者数 126人）
◎高齢者火災警報器設置費助成事業
 （利用者数 ９人）
◎生きがい活動支援通所事業
 （延使用者数 1,408名）
◎老人保健福祉施設整備事業

3,385千円
344,846千円
2,645千円

53,037千円
51,329千円

407,393千円

7,481千円
34,342千円
7,559千円

353,683千円
8,012千円
60,894千円
21,868千円

687,591千円
4,000千円
2,518千円

147,227千円
92,183千円
9,635千円
8,111千円
1,341千円

50,702千円
2,049千円

16,577千円
571千円

◎緊急時要援護者管理事業
◎介護保険事業特別会計繰出金
◎富士見荘維持管理事業
 （延利用者数 3,542名）
◎授産施設むつみの森維持管理事業
◎重度心身障害者医療費助成事業
 （助成件数 10,790件）
◎障害者自立支援給付事業
 （利用者数 233名）
◎日常生活用具給付事業（利用者数 88名）
◎自立支援医療費（対象者数 143名）
◎障がい者交通費助成事業
 （タクシー券交付者数 332名、交通費助成利用者数 ９名）
◎民間保育園委託事業（４箇所）
◎広域保育委託事業（委託箇所 10箇所）
◎保育対策促進事業等補助事業（４箇所）
◎放課後児童健全育成事業
　森の子児童クラブ、メリーランド児童クラブ、ベリーキッ
　ズクラブ、睦っ子児童クラブ、どんぐり児童クラブ、ひい
　らぎ児童クラブに委託
　壬生北小学校放課後児童クラブ室改修工事
◎児童手当及び子ども手当扶助事業
◎すこやか子育て支援事業（給付 40人）
◎幼児用補助装置購入費補助事業
 （補助 177件）
◎民間保育園施設整備補助事業
◎こども医療費助成事業
◎ひとり親家庭医療費助成事業（4,338件）
◎妊産婦医療費助成事業（1,686件）
◎特定不妊治療助成事業
 （不妊治療の一部を助成 16件）
◎保育園費（町立保育園 園児数 325人）
◎児童館管理運営事業
◎障害児通園ホームドリームキッズ
　管理運営事業
◎ファミリー・サポート・センター事業
 （会員数 347名）

2,070千円
13,811千円
50,451千円

1,721千円
2,220千円
66,537千円

30,504千円
29,420千円
7,695千円
3,883千円

12,118千円
47,024千円

19,072千円
9,410千円
8,156千円

◎在宅当番医師委託事業
◎病院群輪番制病院運営費等負担金
◎斎場負担金
　宇都宮市悠久の丘施設負担金及び運営負担金
◎健康ふくしまつり開催事業
◎健康みぶ21計画策定事業
◎予防接種事業
　麻しん、風しん、三種混合、麻しん・風しん混合、ＢＣＧ
　高齢者インフルエンザ、日本脳炎、二種混合子宮頸がん
◎健康診査事業
◎母子健診事業
◎墓園維持管理事業
◎環境保全対策事業
　水生生物による環境調査、
　ゴルフ場農薬環境影響調査等
◎浄化槽設置補助事業（補助 31基）
◎住宅用太陽光発電システム設置補助事業
 （補助 187基）
◎水道事業会計出資金
◎保健福祉センター維持管理事業
◎資源ごみ回収関係報償事業
　資源ごみ 689ｔ、ペットボトル 2,647,702本

●衛　生　費
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用語の説明用語の説明用語の説明

■ 資金不足比率

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

早期健全化基準
（経営健全化基準）

財 政 再 生 基 準

一般会計等（普通会計）の実質赤字の標準財政規模に対する比率

全会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率

一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び準元利償還
金の標準財政規模に対する比率

地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき
実質的負債の標準財政規模に対する比率

公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率

数値がこの基準以上になると財政健全化計画（経営健全化計画）
の策定が義務づけられ財政の改善に取り組むこととなります

数値がこの基準以上になると財政再生計画の策定が義務づけら
れ確実な財政の再生に取り組むこととなります

……

……

……

……

……

……

……

＊「－」は資金不足を生じていないため、数値は該当なしを表しています。

公営企業（特別会計）

水  道  事  業  会  計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

数　　　　値

‒

‒

‒

経営健全化基準

20.0

20.0

20.0

■ 健全化判断比率

＊「－」は赤字を生じていない等のため、数値は該当なしを表しています。

項　　　　目

連 結 実 質 赤 字 比 率

実　質　公　債　費　比　率

将　来　負　担　比　率

数　　　　値

‒

3 . 3

‒

早期健全化基準

18.78

実  質  赤  字  比 　 率 ‒ 13.78

25.0

350.0 

財政再生基準

35.00

20.00

35.0

　平成19年６月、「地方公共団体の財政の健全化に関す
る法律」が制定され、全ての地方公共団体において平成
19年度決算から財政指標（健全化判断比率及び資金不
足比率）の公表が義務付けられました。さらに、平成20
年度決算から早期健全化基準及び財政再生基準、経営
健全化基準を超える団体は財政健全化計画等の策定が
義務付けられ、早急に財政の改善に取り組むこととなりま
した。
　ここでは、平成22年度決算に基づく町の健全化判断比
率等の状況をご報告いたします。

健全化判断
比率等の状況

平成２２年度



３つの習慣 ４つの対策

1

2

３

1

2

３
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秋の全国火災予防運動秋の全国火災予防運動

住宅火災警報器の設置について住宅火災警報器の設置について

　既存の住宅を含めたすべてのご家庭に
住宅用火災警報器の設置が義務になりま
した。大切な命を守るためのものです。早
期の設置をお願いします。
　また、訪問販売等の不適切な業者に注
意してください。

ストーブは、燃え
やすいものから離
れた位置で使用す
る。

使用中のガスコ
ンロなどのそばを
離れるときは、必ず
火を消す。

逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
警報器を設置する。

寝具、衣類及びカーテンからの火災を防
ぐために、防炎品を使用する。

火災を小さいうちに消すために住宅用
消火器等を設置する。

お年寄りや身体の不自由な人を守るた
めに、隣近所の協力体制をつくる。

9

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防思想の
一層の普及を図り、火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生
を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを目的としています。

できることから始めよう　火災予防！できることから始めよう　火災予防！できることから始めよう　火災予防！できることから始めよう　火災予防！できることから始めよう　火災予防！できることから始めよう　火災予防！できることから始めよう　火災予防！
消したはず　決めつけないで　もう一度

11月９日（水）から15日（火）までの７日間は、
秋の全国火災予防運動週間です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

寝たばこは、
絶対やめる。
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『11月は児童虐待防止推進月間です』『11月は児童虐待防止推進月間です』『11月は児童虐待防止推進月間です』『11月は児童虐待防止推進月間です』『11月は児童虐待防止推進月間です』『11月は児童虐待防止推進月間です』
≪見すごすな　幼い子どもの　ＳＯＳ≫
　子どもたちを児童虐待から守るために、町では、壬生町要保護児童対策地域
協議会を組織し、要保護児童の早期発見やその適切な保護を図っております。

児童虐待とは、児童虐待とは、児童虐待とは、

これらの行為のことです。これらの行為のことです。これらの行為のことです。

県南児童相談所（☎２４－６１２１）または、
町健康福祉課（☎８１－１８８３）にご連絡（通告）・相談してください。

ひとりで悩まず、ひとりで悩まず、ひとりで悩まず、

言葉にできない子どもの悲鳴を見ない、
聞かない、も虐待です。

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときには、ためらわずに子どもを

虐待から救うための行動を起こすことが大変重要です。

 『あなた』からの連絡が子どもを虐待から守るための大きな一歩となります。

あの子の様子が「おかしい」と感じたときやご自身が出産や子育てに悩んだ

ときには･･･

④性的虐待

③心理的虐待

①身体的虐待・・・殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、
　　 やけどを負わせる、溺れさせるなど

・・・言葉による脅しや無視、兄弟間の差別的扱い、
　　 子どもの前で配偶者や家族に
　　 対して暴力をふるうなど

・・・・・・ 性的暴行、性的行為の強要などこれらの
　　　　行為のことです。

②ネグレクト・・・・・家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔に
　　　する、自動車の中に放置する、保護者以外の
　　　同居人よる虐待を放置することなど
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平成23年度男女共同参画講演会朝のニュースでおなじみ

男女共同参画社会実現の先に ～私たちの暮らしはどう変わるのか～

主催　壬生町女性団体連絡協議会・壬生町教育委員会

プロフィール
・ＴＢＳテレビ報道局　解説・専門記者室長
・１９５７年９月３０日生まれ。
・１９８１年ＴＢＳに報道記者として入社以来、報  
　道畑を歩む。
「ニュースの森」キャスターを経て、１９９８年ワシ
ントン特派員、同支局長。２００７年編成制作本
部報道局に移り、同局編集センター解説委員。
TBS特別解説委員として、「みのもんたの朝
ズバッ！」、「ひるおび！」等多数出演中。

○託児につきましては、事前申込みが必要です。１１月１日以降に下記問合せ先へ、住所・氏名・年齢・
　電話番号をご連絡下さい。（１歳６ヶ月以上の未就学児が対象で 定員 １０名：先着順）
○駐車場に限りがありますので、乗り合わせのうえご来場ください。
○当日会場ロビーには、町内女性団体の活動内容を展示しております。来場の際には、是非お立ち寄りください。

杉尾 秀哉　講演会杉尾 秀哉　講演会杉尾 秀哉　講演会杉尾 秀哉　講演会杉尾 秀哉　講演会
すぎ　　　　 お　　　　　  ひで　　　　や

キャスターの目でズバッ !ズバッ !

◆無料託児サービスあります（要予約）  ◆手話通訳を実施します

◎問合せ先　壬生町教育委員会 生涯学習課 社会教育係
　　　　　　☎ 0 2 8 2 ‒ 8 1 ‒ 1 8 7 3 　ＦＡＸ 0 2 8 2 ‒ 8 2 ‒ 0 9 3 5

○第１部 （１３：００～１３：４０）
・開会行事
・アトラクション
（町文化協会音楽部によるコーラス）
○第２部 （１４：００～１５：３０）
・杉尾秀哉氏による講演会

◎会場定員　1,000名　
※入場には聴講券が必要になります。
　なお、当日入場は先着順とさせていただきます。

聴講券配布場所
・役場本庁窓口　・中央公民館　・生涯学習館
・南犬飼地区公民館、出張所
・稲葉地区公民館、出張所

13:00 ～ 15:30 （開場 12:30）

会 場

日 時
平成23年

壬生中央公民館大ホール

１１月２６日●土

（城址公園ホール） 入場無料



結団式にて
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中学生がオーストラリアで
国際交流
第14回壬生町中学生海外派遣事業

団　　長
山﨑　秀男（壬生中学校校長）

・栗原　健 ・篠原　匡徳 ・鈴木　翔太 ・日向野堅斗

酒徳　知佐子（南犬飼中学校教諭）
団長補佐

団　　員

壬 生 中　

南犬飼中　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

日本から飛行機で約９時間。

豊かな自然と過ごし易い気候に恵まれた、

オーストラリア最大の人口を擁する都市です。

派 遣 団 員（敬称略） 派 遣 先 紹 介

ニューカッスル

キャンベラ

メルボルン

アデレード

ケアンズ

ダーウィン

アリススプリングス

パース
フリマントル

プリズベーン

★

シドニー

くりはら

やまざき

さかとく ち　さ　こ

ひで お

たけし しのはら まさのり すず き しょうた ひ　が　の

・石塚　日和 ・鹿沼　礼奈 ・亀田恵里香 ・関口　茉奈
いしづか ひより か ぬま れい な かめ だ え　り　か せきぐち ま　な

・袖山かれん ・坪山和佳奈 ・戸﨑　媛華 ・野口裕季子
そでやま

・吉田　千華
よし だ ち　か

つぼやま わ　か　な と さき ひめ か の  ぐち ゆ　き　こ

けん と

・石原　浩平 ・伊藤　鈴香 ・江田愛佳里 ・鈴木　里奈
いしはら こうへい い とう すず か え　だ あ　か　り すず  き

・髙山恵里子 ・藤榮　結花 ・大根田菜都実・斉藤　有加
たかやま え　り　こ とうえい ゆい か おお ね   だ な　つ　み さいとう ゆう か

・村田　侑生 ・湯沢　茉彩 ・西山　枝里 ・保沢　桜子
むら た ゆ　き

・阿部七々海
あ　べ な　な　み

・石島　綾乃
いしじま あや の

・𡈽橋　芽衣
ど  ばし め　い

ゆ ざわ ま あや にしやま え　り ほ  ざわ さくらこ

り　な

　第14回壬生町中学生海外派遣事業が、８月13日から８月21日の９日間の日程で実施されました。
　この事業は、中学生を海外に派遣し、ホームステイや現地中高生との交流を通じて、外国語による表現
力と理解力を高めると共に、国際感覚豊かな青少年の育成と国際交流の推進を図ることを目的として、毎
年実施しています。今年も、中学２年生28名をオーストラリア、シドニーに派遣しました。
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8月13日

期待と不安を胸にオーストラリアシドニーへ

8月14日

シドニーに到着
オペラハウス・ボンダイビーチ等を見学した後、
語学学校でホストファミリーと対面
それぞれのホストファミリーのもとへホームステイ

8月15～18日

語学学校で授業受講
シドニー水族館、ワイルドライフワールドを見学
現地の中高生（ガルストンハイスクール・ダルウィッチハイスクール）と交流

8月19日

トブルック牧場でシープドックショー・牧羊犬
の働きを見学

8月20日

ホストファミリーと過ごす最後の１日

8月21日

一生の思い出を手に入れて帰国

研 修 程

語学学校で英語研修

ガールストンハイスクール（農夫小屋の前で）

オペラハウス

ガールストンハイスクールで書道交流 ダルウィッチハイスクールで書道交流

ガールストンハイスクールの生徒達と

トブルック牧場のレストランにてランチ

日



14

Never give up

壬生中学校 栗原　健
くりはら　 たけし

たち壬生町中学生海外派遣団は、８月21日に無事に帰国することができました。オーストラリア
では普段日本ではできない貴重な体験をすることができました。

　今回の派遣で、僕は海外派遣団全体での目標をつくることができました。
　一つ目は、やはり英語力をつけることです。それも単語を多く知ることとネイティブな発音や速さに
なれることです。なぜかと言うと、僕はある程度単語などを勉強してオーストラリアに行ったのですが、
知らない単語が多く、質問の意味を理解することだけで頭がいっぱいになってしまったからです。また
発音が速かったり、ネイティブで聞きとれなくて、会話が成り立たないときもありました。僕は少しでも
外国の人と自然に会話ができるようになりたいなと思いました。そのためには、英語の本を読んだり、
ALTの先生と会話をしたりして英語力をつけていきたいです。
　二つ目は、失敗を恐れずに挑戦することです。これは勉強に限らず、生活のなかでもそうだと思いま
す。人は失敗をして間違いに気付き、それを直そうとします。ですが、挑戦をしなければ失敗はないし、
間違いにも気付きません。だから、僕は常に挑戦し続けたいと思います。
　三つ目は、体験してきたことをこれからに生かすことです。例えば、僕は、被災地で水が自由に使えな
かった時に自分は不自由じゃなかったけれど、オーストラリアに行って水の使用をできるだけ抑える生
活を経験して改めて水の大切さを実感しました。また、ホストファミリーとの生活で家族の大切さも改め
て実感しました。
　僕は、語学学校で先生に質問されて必死に答えを出そうとするみんなの姿を多く見ました。きっと
これからそういう頑張りや努力が必要になると思います。そして時には仲間に頼ることも大切だと思
います。
　これからの僕たちの使命は日本を明るく
することと同時に被災地の復興を助けるこ
とです。だから、被災地の方 と々一緒に復興
に取り組みたいです。「Never　give　up」
の精神を忘れずに。

市内観光（ハーバーブリッジとオペラハウス）
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ステップアップへの道

南犬飼中学校 石島　綾乃
いしじま あや  の

たち壬生町海外派遣団は、８月21日、無事に日本へ帰ってくることができました。オーストラリア
の生活や文化、言語などは日本と違うことばかりで戸惑いもありましたが、日本ではできないと

ても貴重な体験をすることができました。
　オーストラリアでの生活はもちろんすべて英語でした。「中学校の英語をある程度、勉強しておけ
ば、なんとかなるだろう」と行く前は思っていました。しかし、オーストラリアに行くと「なんとかなる」と
いう思いはすぐに消え去ってしまいした。質問はするものの、答えがなんと言っているのかがわからな
い。向こうの人の話す速さや知らない単語に振り回されてしまう。ということが多 あ々り、とても大変な
思いをしました。生活の中で、会話は絶対に不可欠です。電車に乗るのにも、買い物をするのにもすべ
て英語です。「海外で快適な生活を送るには、もっと、英語力が必要だ」と思いました。
　そのために、これからの目標を１つ作りました。それは、ＡＬＴの先生とのコミュニケーションを大切
にして、英会話力をつけることです。中学校の英語の授業は文法が重視されている形で、会話力はあま
り求められていません。それなので今までは、あまりＡＬＴの先生と話すことがありませんでした。英会
話力をつけるためにも、自分から積極的に話しかけるということが必要です。私はオーストラリアに行っ
て、いく前まではなかった、自分から話しかけていく自信や、話す言葉の異なる人と会話をして「通じ
る」ということの喜びを持つことができました。これを自分の武器とすれば、必ず将来に役立っていく
と思います。これからは、もっと自分に自信を持ち、言語が異なる人とでも積極的に話していきたいと思
います。
　また、私は海外派遣団全体での目標が２つできました。
　１つ目は、今回オーストラリアで学んだたくさんのことを壬生町に発信していくということです。当た
り前のことですが、実行するのは難しいことです。壬生町の人に、現地の学生との交流、ホストファミ
リーとの生活、日本とオーストラリアとの違い、オーストラリアで学んだこと、自分の思ったこと、感じた
こと、などたくさんあります。来年、再来年の後輩が行きたいと思うように、壬生町の将来にしっかり役
立つように発信していきたいと思います。
　２つ目は、オーストラリアで学んだことを将来の夢に生かすということです。私の将来の夢は学校の
先生です。オーストラリアに行ってから、「もっと世界に目を向けて世界を知りたい。だから、社会の先
生になりたい」と思いました。オーストラリアで学んだことは、必ず自分にプラスになるはずです。これを
信じていきたいです。
　この３つの目標の実現は難しいことかもしれません。しか
し、努力を重ねていけば自分のステップアップにつながるは
ずです。この実現を目指して、日々がんばっていきたいで
す。
　これからの日本、そして壬生町は私達によって大きく変わ
るかもしれません。無限の可能性を信じて、明るい未来を
作っていきたいです。
　オーストラリアでの９日間はとても有意義な時間でした。

市内観光（オペラハウス前）
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「日本に狂犬病はないから」「注射料金が高いから」「室内飼いだから」等の理由で予防
接種をしない方がいらっしゃいますが、狂犬病の予防注射は犬を守るためではなく、人
を守るためのものです。狂犬病は、人が感染して発症すると治療法はなく、例外なく死
にいたります。
今の日本に狂犬病がなくても、世界的には発生国の方が多く、
近年の世界的な人や物の流れに乗って、いつ海外から持ち込まれ
るか分かりませんので、予防の手を緩めるわけにはいきません。
もし、未接種の犬が人を咬んでしまった場合、飼い主の意思に
関係なく安楽死処分が下される可能性があります。この場合、実
際に狂犬病であったかどうかは問題にされません。

飼い主には、犬を取得した日から30日以内に登録をしなければならないことが狂犬病
予防法で定められています。（出生の場合は90日を経過し、それから30日以内）
登録手続きは、町役場保険環境課窓口にて受け付けています。登録に際し、犬登録手
数料として3,000円をお納めいただきます。
登録された犬が、飼い主の転居や譲渡などにより住所移転した場合や死亡した場合に
は、登録の変更・抹消手続をいたしますので、必ずご連絡をお願いします。
また、長生きをしている愛犬（15年を経過した犬）の飼い主は、栃木地区動物保護管
理協会から表彰を受ける事が出来ます。平成23年度は、壬生町で28人の愛犬家が表彰
されました。
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万が一、あなたの飼育している犬が、人を咬んで怪我をさせてしまったり、あなた自
身がほかの家の犬や野良犬に咬まれて怪我をしてしまった場合には、栃木県動物愛護指
導センターまでご連絡ください。
また、飼い方の相談や、飼育している犬をやむを得ない理由で飼えなくなってしまっ
た場合の相談も、同センターでお受けしています。
（飼い犬の引取りを依頼される場合は有料となります。）

栃木県動物愛護指導センターでは、捨て犬があった場合、捨てられた状況によっては
引取りをする場合がありますが、飼育ができる訳ではありませんので、引取りをしてか
ら数日以内には殺処分することになってしまいます。結局は、捨てた人がその犬を殺し
たのと同じことなのです。
愛犬の繁殖は、飼い主が決めることです。こういった悲惨なことが起きないよう、愛
犬の繁殖をさせる意思がないのであれば、不妊・去勢手術を受けさせましょう。

犬は、飼い主には従順ですが、それ以外の人にも従順という訳ではありません。もし
放し飼いにされた犬が、人やほかの家の犬等を咬んだりした場合、飼い主がその責を負い、
損害賠償をしなくてはなりません。犬はじゃれついて甘咬
みしたつもりでも、犬の嫌いな人にとっては、咬まれたこ
とになり、処分をすることになってしまうかもしれません。
「繋いで飼うのは犬がかわいそう」という理由で放し飼
いをする方がいらっしゃいますが、それは飼い主の責任を
放棄する行為です。毎朝夕の運動（散歩）をしてやれば、
繋いで飼っていても犬がストレスを感じることは少ないと
言われています。

たとえ自分で犬を飼っていても、自宅の前や敷地内にほかの
家の犬のフンが落ちていたら、不快に思うでしょう。
自分の子供が遊んでいる公園の砂場に犬のフンが落ちていた
ら、憤りを感じませんか？　犬のフンの持ち帰りは、犬を飼う
人の最低限のマナーです。

栃木県動物愛護指導センター　☎０２８－６８４－５４５８
町民生部保険環境課　　　　　☎８１－１８３４

問合せ先
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平成23年平成23年地価調査地価調査平成23年平成23年地価調査地価調査平成23年平成23年地価調査地価調査平成23年地価調査平成23年地価調査
～土地の標準価格を公表～

９月21日付けで、平成23年地価調査結果が公表されましたので、壬生町の内容につい
てお知らせします。
地価調査は、国土計画法に基づき、栃木県知事が７月１日を基準日として調査したもの

です。
この価格が民間の土地取引の目安となり、公共事業の用地取得の基準になります。

●価格判定基準日　７月１日
●調査地点の名称　基準地
●調 査 地 点 数　町内７地点
●公 表 日　平成23年９月21日（県公報）
●基準値の価格　１平方メートル当たりの価格

※関係図書の閲覧は、役場企画財政課でおこなっています。
　また、栃木県内の内容は、次のホームページでご覧いただけます。
　・栃木県総合政策部地域振興課ホームページ「とちぎのとち」
　　http://www.pref.tochigi.lg.jp/town/tochi/tochi/tochi.html
　・栃木県不動産鑑定士協会ホームページ
　　http://www.kanteishi.or.jp/index.html

問合せ先 町総務部企画財政課企画調整係　☎８１-１８13　 FAX  82-8262
　　　　　　　　　　　　　　　 e-mail：info@town.mibu.tochigi.jp

所 在 及 び 地 番〔住居表示〕区 　 分 価　　 格 前年比

表町１９２８番２〔表町１１－４６〕第１種中高層住居専用地域 ３５,４００円（　３.５％）

大字壬生丁字六美１１７番２４
緑町１丁目１０２２番２４〔緑町１－４－１１〕

第１種低層住居専用地域 ４０,７００円（　４.０％）
５２,０００円（　３.５％）

中央町３２７番３〔中央町２－１５〕第 １ 種 住 居 地 域 ４４,３００円（　３.７％）

中央町１３４３番７〔中央町７－１８〕近 隣 商 業 地 域 ５３,２００円（　４.７％）

大字羽生田字前川原２３４６番４外
大字下稲葉字釜ヶ淵６４番１外

市 街 化 調 整 区 域 １５,５００円（　１.３％）
１３,４００円（　１.５％）
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流しそうめんで地域交流！
８月21日、NPO夢くらぶむつみと六美町南部育

成会が合同で、夏休み企画として恒例の「夏のおも
しろ交流会」を開催しました。
当日は時折小雨模様でしたが、子どもたちは真っ

先にこんがり焼けた手羽先やふかしたばかりのじゃ
がバターを頬張り、長い竹を割って作った流しそう
めんでは、流れてくるそうめんを我先にとすくって
いました。
子どもたちを中心に地域の交流が深まり、今年も

充実した交流会になりました。

壬生少年少女合唱団が友情出演♪
～音楽を通して結ばれたやさしい絆～

８月27日、宇都宮市文化会館小ホールにおいて開催
された、しゃぼん玉合唱団の第９回コンサート「祈りと
復活」に、壬生少年少女合唱団が友情出演しました。
しゃぼん玉合唱団とは、視覚障がいをもつ方と健常

者が共に歌を楽しもうと宇都宮市を中心に活動してい
る合唱団です。
今回は、東日本大震災の被災者へエールを送る趣旨
で開催され、壬生少年少女合唱団の歌声は被災地に復
興への勇気と希望を、会場に幸せなひと時と大きな感
動を届けました。

東北支援！日帰りバス旅行
８月20日、緑町二丁目自治会（白石良裕会長）では、

東北地方を元気づけようと、松島方面への日帰り旅行
を実施しました。
津波によるがれきの山を見たり、現地の人からお話

を伺ったりと、被災地への認識を新たにすることで、
支援につながる活動になりました。
また、この活動を通して地域の親睦も図ることがで

き、有意義な一日でした。

しら  いしよしひろ



造園土木
草刈・伐採
スズメバチ駆除

墓石・石工事
修理承ります

お墓ディレクターにご相談下さい

㈱県南環境 TEL 82ー6700
大師町25-5/展示場 ：小金井駅東

聖地公園、他
完成価格65万円～

○壬生町水道施設維持管理業務
○壬生町清掃センター焼却設備運転管理業務
○農業集落排水処理施設各処理場巡回管理業務

昭和49年2月設立 維持管理業全般 35年の実績
本　　　社：〒150-0022　東京都渋谷区恵比寿南2-1-8　恵比寿OTビル6階
栃木営業所：〒323-0807　栃木県小山市城東1-1-32-102

○日本下水道協会賛助会員○日本下水道処理施設管理業協会会員○東京商工会議所会員
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もしもの時に消火器が使えるように
９月10日、壬生町総合運動場において、第28回壬生町

消火競技大会が行われました。この大会は、家庭で火を使
う機会の多い女性の方に、消火技術の習得と向上を図って
もらおうと行っているもので、12組24名が参加しました。
はじめに、石橋消防組合職員による消火器の取り扱い講

習が行われ、全員が消火器の使用方法を確認した後、オイル
パンで燃える火を消す速さを競う、消火競技が行われました。
参加者からは「普段、消火器を使う機会がないので、いい体
験になりました」との声が多数あがりました。

栃木県民福祉のつどい
９月１日、県民全体が福祉について考え、参加者が自らの活動への意

欲をより高める機会とするため、第17回栃木県民福祉のつどいが、宇
都宮市文化会館で開催されました。
その席上、民生委員・児童委員としてその功績が顕著であったことなどに

より、次の方が表彰をうけられました。

栃木県社会福祉協議会会長表彰
民生委員・児童委員　福田　弘子　さん

ふく だ ひろ こ

栃木県公衆衛生大会表彰受賞
９月９日、栃木県総合文化センターにおいて「第51回栃木県

公衆衛生大会」が開催されました。
その席上において、壬生町保健委員、母子保健推進委員とし

て多年にわたり精力的に活動し、本町の保健衛生事業の発展・
推進に多大なる貢献をされた次の３名の方が表彰を受けました。

・知事表彰（母子保健部門）
壬生町母子保健推進員連絡協議会元理事　森田　則子さん

・大会長表彰（地区衛生組織活動部門）
壬生町保健委員　　　　　　　　　　　　　豊田　省子さん

・大会長表彰（母子保健部門）　　　　　　　
壬生町母子保健推進員連絡協議会副会長　出雲　千枝子さん

もり た のり こ

とよ だ しょうこ

いずも ち え こ
左から 豊田さん、森田さん、出雲さん



地域の話題などをお寄せください
情報広報係☎81ー1814
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かみながさかえ

９月23日、睦地区コミュニティ推進協議会（神永榮
会長）主催による「第13回花いっぱいコンクール」が行
われました。
これは、花でいっぱいの安全・安心のまちづくりを

目指す睦地区各自治会の花壇を小学生に審査してもら
うもので、２つのグループにわかれコミュニティ内の11
箇所を回りました。審査後は結果発表が行われ、それ
ぞれの自治会に「かわいい花が、たくさん咲いたで賞」
など、ユニークな賞がつけられました。
花いっぱいコンクールの表彰式は、10月30日のコ

ミュニティ文化祭で行われる予定です。

花いっぱいのまちづくり

救急フェア開催
９月９日の救急の日を前に、石橋地区消防組合消

防本部による救急フェアが４日、おもちゃ博物館周辺
で開催され、家族連れで賑わいました。
会場には、高規格救急車・救助工作車・はしご車、

県内唯一の災害支援車の展示に加え、説明を聞きな
がらの乗車体験、救急救命士による自動体外式除細
動器(AED)を使った心肺蘇生法の指導や獨協大学病
院の医師や看護師による健康相談や血圧測定なども
行われ、親子で救急を学ぶ一日となりました。

いつも美しい公園を目指して
老人クラブ安塚和らく会（蔦耕一会長）では、安塚児童公

園の清掃や除草等を行っています。また、会員から草花、苗
木などの提供があり、今年は四季ごとに桜、藤、葵、紫陽花、
アイリス等の花が咲くようになりました。
現在、月一回、有志により活動を行い、いつも美しい公園

を目指し、地域の皆さんの憩いの場になればと考えています。
このような活動は、会員の多数が一堂に会し、互いに健康

を確かめ合う機会となり、お年寄りのストレス解消になって
いるようです。

つたこういち

入居者募集中
在宅介護でお悩みの方、お気軽にご相談ください

高齢者グループホーム元気
住み慣れた地域の中で、その人らしい生き方を、いつまでも　　　社会福祉法人敬和会　壬生町壬生甲2224－1

TEL 0282 ー 28 ー 6118
FAX 0282 ー 28 ー 6119

介護職員も募集してます
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校
歌
特
集
「
壬
生
北
小
学
校
」

第18回

学校創立　明治６年（1873年）「立道学舎」
※明治18年（1885年）助谷村立小学校
※昭和5年（1930年）南犬飼尋常小学校
※昭和30年（1955年）壬生町立南犬飼小学校
　　　　　　　　　　・安塚分校・国谷分校・北分校
※昭和35年（1960年）壬生町立壬生北小学校

・校歌制定　昭和15年（1940年）11月
・作 詞 者　粂川定一氏は壬生町助谷出身。南犬飼尋常小学校の
准訓導。その後、東京高等師範学校で国語・漢文学を学び、作
詞を手がける。昭和28年武蔵野音楽大学教授。
・作 曲 者　野原幸三氏は、栃木県の高校の音楽教師として活
躍。県内の多くの学校の校歌を作曲した。
・校歌制定当時の児童数　1,198人（本校・分校含む）
・現在の児童数（H23.9.１）128人

壬
生
北
小
学
校
校
歌

粂
川　

定
一　

作
詞

野
原　

幸
三　

作
曲

一　

薬
師
の
森
の　

高
き
梢
は

吾
等
の
望　

示
し
て
聳
ゆ

高
き
望
に　

瞳
を
上
げ
て

こ
の
学
舎
に　

い
そ
し
み
起
て
ば

今
こ
そ
少
け
れ　

見
よ
行
く
末
は

輝
く
町
の　

力
と
な
ら
ん

二　

名
も
大
川
の　

清
き
川
波

吾
等
の
心　

誘
い
て
流
る

清
き
心
に　

歩
み
も
軽
く

教
え
の
庭
の　

道
踏
み
ゆ
け
ば

今
こ
そ
少
け
れ　

見
よ
行
く
末
は

栄
ゆ
る
国
の　

光
と
な
ら
ん

柄目  晴斗ちゃん（H21.10.9生）
（安塚三）

つかのめ はる  と

森田  詩結ちゃん（H22.10.31生）
（虹の杜）

もり た し　ゆ

髙山  陽路ちゃん（H21.10.5生）
（幸町四丁目）

たかやま　  ひ 　ろ

▲旧校舎

▲現在の校舎

にれ  い はる  た

山口  大翔ちゃん（H19.10.9生）
（安塚二）

やまぐち　 だい  と

わ
れ
ら

ま
な
び
や

た

の
ぞ
み

そ
び

こ
ず
え

わ
か

ゆ

す
え

か
わ
な
み
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み
ぶ
の
文
化
財
コ
ー
ナ
ー

第
６
回　

『
塚
越
１
号
墳
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

「
み
ぶ
の
古
墳
」
初
の
青
銅
鏡
出
土…

戸崎  彩音ちゃん（H22.10.24生）
（旭町）

と さき　  あや  ね

古澤 俐衣ちゃん（H22.10.9生）
（至宝町南）

ふるさわ　  り　い

▲青銅鏡復元図

　

塚
越
古
墳
群
は
、
町
の
中
央
部
に
あ

る
国
谷
地
区
の
台
地
上
に
築
か
れ
た
古

墳
群
で
す
。
今
回
発
掘
調
査
を
行
っ
た

１
号
墳
と
２
号
墳
は
、
四
所
神
社
の
境

内
地
に
あ
り
ま
す
。

　

１
号
墳
の
発
掘
調
査
は
、
周
溝
（
空

堀
）
の
範
囲
を
確
認
す
る
た
め
と
、
埋

葬
施
設
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
行
わ

れ
ま
し
た
。
２
号
墳
に
つ
い
て
は
、
墳

丘
の
測
量
調
査
の
み
行
い
ま
し
た
。

　

当
初
、
過
去
に
記
さ
れ
た
古
墳
の
記

録
な
ど
か
ら
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
調
査
の
結
果
、
１
号
墳

は
一
辺
が
約
20
ｍ
の
方
墳
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
墳
丘
の
周
囲

に
は
、
幅
６
ｍ
・
深
さ
約
１
ｍ
の
周
溝

が
め
ぐ
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し

た
。
墳
頂
部
か
ら
は
、
死
者
を
埋
葬
す

る
た
め
の
棺
を
被
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
多
量
の
川
原
石
が
出
土
し
ま
し

た
。
そ
し
て
青
銅
鏡
の
破
片（
復
元
図
）

も
こ
れ
ら
の
川
原
石
と
と
も
に
出
土
し

ま
し
た
。
鏡
の
出
土
状
況
や
そ
の
他
の

出
土
資
料
か
ら
、
墳
頂
部
は
江
戸
時
代

以
降
に
建
て
ら
れ
た
建
物
に
よ
り
、
大

き
く
破
壊
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

　

青
銅
鏡
は
中
央
部
に
丸
い
突
起
物
が

あ
る
こ
と
か
ら「
珠
文
鏡
」と
呼
ば
れ
、

県
内
で
は
４
例
目
の
出
土
と
な
り
ま

す
。
丸
い
文
様
の
周
り
に
は
櫛
歯
文
と

鋸
歯
文
が
め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。
大
き
さ

は
復
元
す
る
と
直
径
が
約
８
ｃｍ
・
厚
さ

が
１
〜
３
ｍｍ
あ
り
ま
す
。

　

今
日
ま
で
「
み
ぶ
の
古
墳
」
は
、
車
塚

古
墳
や
茶
臼
山
古
墳
な
ど
、
い
ず
れ
の

古
墳
も
古
墳
時
代
の
終
わ
り
頃
（
６
〜

７
世
紀
）
に
築
か
れ
た
古
墳
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
今
回
塚
越
１
号
墳
か
ら
青

銅
鏡
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
み
ぶ

の
古
墳
」
の
中
に
も
古
墳
時
代
の
中
頃

（
５
世
紀
）
に
築
か
れ
た
古
墳
が
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
壬
生
の
地
に
お
け
る

有
力
者
の
出
現
の
時
期
も
、
更
に
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
所
神
社
は
、「
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く

公
園
」
の
南
側
駐
車
場
に
隣
接
し
て
あ

り
ま
す
。

出土箇所

杉田  陽咲ちゃん（H19.10.30生）理逢ちゃん（H21.8.19生）
（落合）

すぎ  た ひ  さき り　あ

つ
か 

こ
し

【締　　切】
【必要事項】

【申込方法】

【申 込 先】

11月20日
氏名（ふりがな）、保護者名、生年
月日、電話番号
必要事項を明記の上、役場企画財
政課または稲葉・南犬飼出張所まで
町総務部企画財政課 情報広報係
〒321－0292壬生町通町12－22
Eメールアドレス
info@town.mibu.tochigi.jp

次回は12月生まれのアイドルを募集します。
写真は掲載後にお返しいたします。

き
ょ　

し

く
し　

ば

し
ゅ 

も
ん 

き
ょ
う

し　

し
ょ



【まちのうごき】

No.629 発行人／壬生町役場  〒321-0292  栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号  編集／総務部企画財政課情報広報係
電話0282-81-1814  FAX0282-82-8262  ホームページhttp://www.town.mibu.tochigi.jp平成23年10月23日発行広報みぶ 10月号

●総人口 39, 501人（21）  ●総世帯 14, 297世帯（6）  （　）内は前月比   平成23年10月1日現在

環境保護のため再生紙を使用しています。

i-mode・ezweb用 softbank用

平成22年国勢調査結果（速報値）は総人口及び世帯数のみの公表ですので
確定値公表（平成23年10月予定）まで男女別人口推計は行えません。

11
月
の
納
税
等

● 

国
民
健
康
保
険
税

● 

介
護
保
険
料　

● 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 （

５
期
）

（
５
期
）

（
５
期
）

納
期
限　

11
月
30
日

壬
生
町
敬
老
の
つ
ど
い
開
催

壬
生
町
敬
老
の
つ
ど
い
開
催

壬
生
町
敬
老
の
つ
ど
い
開
催

壬
生
町
敬
老
の
つ
ど
い
開
催

壬
生
町
敬
老
の
つ
ど
い
開
催

壬
生
町
敬
老
の
つ
ど
い
開
催

壬
生
町
敬
老
の
つ
ど
い
開
催

壬
生
町
敬
老
の
つ
ど
い
開
催

壬
生
町
敬
老
の
つ
ど
い
開
催

　

９
月
７
日
、
壬
生
中
央
公
民
館

に
お
い
て
「
壬
生
町
敬
老
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
、こ
の
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
高
齢
者（
76
歳
以

上
で
参
加
申
し
込
み
の
方
）８
０
０

人
が
参
加
し
、
大
ホ
ー
ル
は
ほ
ぼ

満
席
に
な
る
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

式
典
で
は
、
松
山
美
由
紀
さ
ん

に
よ
る
壬
生
町
民
の
歌
の
披
露

後
、
主
催
者
で
あ
る
小
菅
一
弥
町

長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
過

ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
日
は

一
日
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。」
と

の
挨
拶
が
あ
り
、
町
議
会
議
長
な

ど
多
数
の
来
賓
の
方
か
ら
も
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
演
芸
の
部
が
行
わ
れ
、

午
前
の
部
で
は
、
江
戸
太
神
楽
女

性
コ
ン
ビ
「
菊
仙
・
花
仙
」
に
よ

る
曲
芸
、
獅
子
舞
な
ど
が
、
午
後

の
部
で
は
、民
謡
歌
手
で
あ
る
「
金

沢
明
子
」
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
往
年

の
ヒ
ッ
ト
曲
「
会
津
磐
梯
山
」
や

「
イ
エ
ロ
ー
サ
ブ
マ
リ
ン
音
頭
」

な
ど
の
名
曲
が
披
露
さ
れ
る
な

か
、
客
席
を
回
る
金
沢
さ
ん
と
参

加
者
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
、
会
場

は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

表
紙
の
写
真

か
ん
ぴ
ょ
う
大
使
に
任
命
さ
れ
た
佐
藤
ひ
ろ

こ
さ
ん
。
任
命
式
で
は
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
、「
か
ん
ぴ
ょ
う
の
う
た
」
を
含
む
３
曲

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動
交通マナーはみんなが主役です

　秋の交通安全運動が９月21日から30日の10日間に
わたり行われ、「高齢者に優しい３S運動※」「飲酒運
転の根絶」等重点項目を定め、街頭広報や啓発活動、
小学校運動会における交通安全パレード等を行い、
交通マナー実践の習慣化を促しました。※３S運動と
は高齢者の交通事故を防止するため、SEE（見る）、
SLOW（減速）、STOP（停止）を励行するものです。

睦小６年
髙橋　幸慈
たか はし 　　 こう じ

睦小６年
大牧　亜冴子
おおまき 　　 　あ さ こ

ま
つ
や
ま 

み

ゆ

き

き
く
せ
ん　
　　
か
せ
ん

か
な

ざ
わ
あ
き

こ

こ 

す
げ
か
ず
や




